
 

 

報道関係 各位 
2020 年12 月20 日 

株式会社日本レースプロモーション 

 

12 月19 日（土）～20 日（日） 

2020 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第7 戦 富士スピードウェイ 

予選結果速報 
 

野尻 智紀（チーム・ムゲン）が、驚速のコースレコードで今シーズン 2 回目のポールポジションを獲得！ 
 

2020 シーズン最終戦となる、2020 年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第7 戦 富士スピードウェイ 決勝が、静岡県駿東郡小山町 

富士スピードウェイ レーシングコース（1 周：4.563ｋｍ）で行われ、野尻 智紀（チーム・ムゲン）が驚速の 1 分19 秒972 のコースレコード

で今シーズン 2 回目のポールポジションを獲得した。 

 

今大会も予選Q1 は、2 つのグループ（A 組10 台、B 組10 台）に分け、各グループ上位7 台、計14 台が Q2 に進出するノックアウト方

式で行われた。また第5 戦より、低気温・低路面温度でのレース開催が予想されたため安全を考慮して、燃焼方式による加熱器（テント、

ハウス方式）でのタイヤ加温が認められている。尚、Q2、Q3 各セッション時間は前大会同様、各10 分間で行われた。 

 

12 月下旬の寒冷な気温の下、予選Q1 が開始。A 組は、昨日の専有走行でトップタイムを記録した笹原 右京（チーム・ムゲン）が、１分

20 秒802 のタイムでトップ通過。来季の去就が注目されているニック・キャシディ（バンテリン チーム トムス）は、まさかのトラックリミット違

反によりタイム削除のペナルティが下り、決勝は最後尾からのスタートとなった。続く B 組は、今季シリーズチャンピオンが期待されてい

る平川 亮（イトウチュウエネクス チーム インパル）が１分20 秒698 のタイムでトップ通過を果たした。 

 

 続く Q2 は、松下 信治（バズ レーシング ウィズ ビーマックス）が１分20 秒337 を記録してトップ通過を果たし、シリーズチャンピオン

を同ポイントで争う、山本 尚貴（ドコモ・チーム・ダンディライアン・レーシング）が 3 位、平川が 6 位で通過した。 

 

 注目の Q3 では、まず笹原が１分20 秒219 を記録。その直後、山本が１分20 秒155 でタイムを塗りかえた後、さらに野尻が１分19 秒

972 という驚速タイムでポールポジションを獲得した。2 番手には１分19 秒989 で坪井 翔（ジェームス ピーエムユーセルモインギング）

が割って入り、山本が 3 番手、平川はタイムを伸ばすことができず 8 番手に終わった。この結果、野尻は 3 ポイントを獲得し、決勝でのシリ

ーズチャンピオン争いに挑むこととなった。 

 

 決勝レースは、本日12 月20 日（日）14 時25 分スタート予定。 

 

 ＊記録の詳細は、別途添付公式通知「公式予選 正式結果表」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

驚速のコースレコードで今シーズン 2 回目のポールポジションを獲得した、野尻 智紀（チーム・ムゲン） 



 

 

 

 
＊この件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
株式会社日本レースプロモーション（http://www.superformula.net/） 

102-0074東京都千代田区九段南2-3-25 平安堂ビル 
e-mail：media@superformula.net  Tel:03-3237-0131 Fax：03-3237-0135 

 


